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九州薩摩半島南西岸域のイベント堆積物調査
Exploring Coastal Wetlands of the southern Kyushu (Japan) with Consideration of their
Preservation Potential for Tsunami Deposits
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東シナ海に面した南九州・薩摩半島西岸から南岸域において，過去の巨大津波来襲の可能性の解明を目的とし
た堆積物調査を実施している. 
調査地域は約130ｋｍに及ぶ海岸線を有し，地形的な特徴から５つに区分できる.阿久根から串木野に至る南北
約40kmの岩石海岸主体の北部地域，市来から南さつま市に至る南北約30kmの砂浜海岸地域，野間半島を中心と
する約20kmの岩石海岸主体の南西部地域，枕崎から指宿に至る東西約40kmの火山山地および台地が広がる南部
地域，唯一の島嶼で約25kmに延びる岩石海岸主体の甑島地域である. 
機械ボーリングは，合計11地区，14地点，浜堤背後の湿地を中心に選定した.すべての地点で過去6000年間をカ
バーする地層を確認した.その中で，甑島の中山地点で，泥炭層中に扁平な粘板岩の海浜小礫の薄層を複数枚確
認した.中山地点は南東に開いた湾奥の浜堤背後の標高3.3mの湿地で，厚さ約13m弱の堆積層を確認している.湿
地を限る浜堤および前面海浜は主に扁平な海浜礫から構成されている．13mの堆積層の下位は海成で，地表から
9ｍ以浅からが泥炭となる.泥炭の堆積開始時期が約4000年前で，内湾環境から浜堤が発達したのち湾口が閉じ
陸化して湿地環境に変化したと見られる.上述の越波イベントは湿地環境下の2500年～3500年前に集中してい
る.越波イベントの卓越する時期が，湾口の締め切り・陸化する時期と近い．すなわち，浜堤の発達初期で高さ
が現在よりも低い時期で，越波の影響を受けやすかった可能性がある.一方，東シナ海を隔てた対岸の羽島地点
およびほかの９地区でも越波イベントは確認できない．このことは中山地区の越波イベントが局所的な現象で
ある可能性を示している．とはいえ，津波堆積物が保存される条件は現地の地形・地質条件によって異なるこ
とが東日本大津波でも確認されている． 
以上のことから，当該地域沿岸部に巨大津波が襲来した可能性は低いと考えられるものの，越波イベント堆積
物の形成プロセスを慎重に検討していくことが必要である. 
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